
馬頭高校 普通科選択科目「農業と環境」授業①（６ ）
「農業と環境」を選択している２年生（８名）が、「露地野菜で町おこし」「地産地消を実
践してみよう」をテーマに、生徒自らが栽培した超大球キャベツの収穫と、給食センターへ
の贈呈式を行いました。収穫した超大球キャベツは「キャベツの和風スパゲティー」「豚肉
とキャベツのスタミナ炒め」として、町内の小・中学校の給食で提供されました。

馬頭高校 普通科選択科目「農業と環境」授業➁（６ ）
「農業と環境」を選択している２・３年生が、異世代間地域交流や地産地消の実践として、
地域の園児達を招いてジャガイモの収穫体験交流を行いました。当日は、子供との触れあい
を経験してもらうため、選択科目「子供の発達と保育」を選択している生徒も参加しました。
収穫したジャガイモを手に園児たちは大喜び。生徒達も園児達も貴重な体験となりました。
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※出典
〇【農林水産省の役割】及び【関東農政局のお仕事】については、農林水産省ホームページ
（農林水産省の政策）・関東農政局入省ガイド２０２２を加工して作成
・農林水産省ホームページ（農林水産省の政策）

・関東農政局入省ガイド２０２２
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※出典
〇【農林水産省の役割】及び【関東農政局のお仕事】については、農林水産省ホームページ
（農林水産省の政策）・関東農政局入省ガイド２０２２を加工して作成
・農林水産省ホームページ（農林水産省の政策）

・関東農政局入省ガイド２０２２
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農林水産省は、食料の安定供給と、活力ある地域社会の維持、国土・自然環境の
保全などを通じて我が国の経済社会と国民生活の安定を図るうえで極めて重要な役
割を果たしています。

農林水産省

大
臣
官
房

消
費
・
安
全
局

輸
出
・
国
際
局

農
産
局

畜
産
局

経
営
局

農
村
振
興
局

農
林
水
産
技
術
会
議

林
野
庁

水
産
庁

組織

基本政策
農林水産省では、食の安全確保と安定供給、農業経営の安定、農業構造の強化、
農山漁村地域の活性化など、幅広い取組を行っています。
その基本的な政策ビジョンの策定、法令審査、予算編成、国会との連絡調整、広
報活動、地方との連携など、農林水産省全体の政策に関する総合調整を行うのが
大臣官房です。
また、災害の予防・対策・復旧のほか、食料自給率の向上や食料の安定的な輸入
による食料安全保障、地球温暖化対策をはじめとする環境政策についても、省内
の調整役として舵取りを行っています。
また、統計部では、統計理論を基に高精度な統計調査を実施、構造的な変化を正
しく把握し、農林水産業の現状や課題を明らかにすることを任務としています。

政策

環境政策・デジタル戦略
国内外では や環境を重視する動きが加速する中、我が国の食料・農林水
産業は気候変動への対応、生産者の減少などの政策課題を抱えています。この
ため、「みどりの食料システム戦略」を策定し、省一丸となり食料・農林水産
業の生産力向上と持続性の両立の実現に取り組んでいます。農林水産業の
ゼロエミッション化に向けた検討、家畜排泄物などのバイオマスの活用推進、
生物多様性や地球温暖化などの地球規模の課題に対する国際交渉まで、任務は
様々です。
また、デジタル戦略グループでは、農林漁業、食品産業の現場や農林水産省の
業務運営のデジタルトランスフォーメーション（ ）を戦略的かつ迅速に進
めることがミッションです。

年 月に公表した「農業 構想」に即し、農林水産省共通申請サービス
（ ）による行政手続きのオンライン化や、農地情報を統合し業務を効
率化する農林水産省地理情報共通管理システム（ 地図）の開発などの
取組を精力的に進めています。
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輸出・国際交渉
農林水産物・食品の輸出額を 年までに 兆円とする目標の達成に向けて、
海外での販売力強化、輸出産地の育成・展開、放射性物質や動植物検疫規制の
緩和・撤廃交渉などの取組を行っています。
あわせて、地理的表示（ ）の相互保護や植物新品種の海外流出防止など、日
本の強みを守り活かすための知的財産の保護・活用に取り組んでいます。
また、日本産農林水産物・食品のマーケットの拡大のためにも、 、
等の貿易交渉や、国際会議等におけるグローバルな議論に参画し、我が国の食
料の安定供給の確保はもとより、 との関係でも重要な世界の食糧問題の
解決に取り組んでいます。

新事業・食品産業
食品産業は、食品の加工・製造・流通を担い、消費者のニーズに応じて食品を
供給する役割を果たしています。また、食品産業は、国産農林水産物の主要な
需要先であり、多くの地域で農林水産業とともに地域経済を支える産業となっ
ています。時代の変化に対応し、消費者の豊かな食生活を支え、世界が持続可
能に発展していくため、農林水産省では食品産業の育成・振興、食品産業の

対応の促進、フードテックなど新事業創出の取組を行っています。

消費・安全
消費・安全局は、「食」の安全と安定供給を確保し、消費者が「食」に対する
信頼感を持てるような政策の企画・実行を担当しています。食品の安全性を向
上させるために、生産現場から食卓までのあらゆる場面で科学的な根拠に基づ
いた措置を講じています。また、家畜や農作物などの病気、害虫の発生やまん
延を防ぐとともに、農畜産物の輸出を拡大するため、諸外国との検疫協議を戦
略的に推進しています。さらに、消費者の視点に立った食品表示の適正化や、
食と農林漁業への理解を深める食育にも力を入れています。

生産振興（農産）
農産物の生産・販売を持続的に拡大し、農業者の所得向上を図るため、農産
物の生産振興施策を推進しています。具体的には、新品種・新技術の導入に
よる農産物の高品質化や安定供給を図るとともに、農家の経営を安定させる
対策を行っているほか、農業生産に必要不可欠な農業資材の良質かつ低廉な
供給などによる生産コストの低減を通じて、農業者の所得向上を図ることで、
我が国の食卓に欠かせない、米・麦（土地利用型作物）や、さとうきび・て
ん菜（甘味資源作物）、茶（地域特産作物）、そして野菜・果樹（園芸作
物）などの生産振興に取り組んでいます。また、有機農業を含む環境保全型
農業の推進や、農業生産工程管理（ ）の普及によって環境保全と消費者
の信頼を確保することにも力を入れています。

生産振興（畜産）
畜産物を安全かつ安定的に供給するとともに、畜産農家や関連事業者の経営安
定等を図るため、中長期的な展望に立って生産から流通・消費に至る一連の畜
産振興施策を推進しています。最近は和牛や乳製品の国内外からの高まる需要
に応えるため、牛肉や乳製品の国内生産量を増やし、畜産農家の所得向上につ
ながる取組を企画・立案するほか、畜産農家の労働環境の改善、環境対策等、
畜産業が将来に渡って持続的に発展し続けるよう取り組んでいます。飼料・家
畜・堆肥という地域資源の循環を実現する畜産業の振興のために、現場主義を
心がけ、毎日の業務に取り組んでいます。
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輸出・国際交渉
農林水産物・食品の輸出額を 年までに 兆円とする目標の達成に向けて、
海外での販売力強化、輸出産地の育成・展開、放射性物質や動植物検疫規制の
緩和・撤廃交渉などの取組を行っています。
あわせて、地理的表示（ ）の相互保護や植物新品種の海外流出防止など、日
本の強みを守り活かすための知的財産の保護・活用に取り組んでいます。
また、日本産農林水産物・食品のマーケットの拡大のためにも、 、
等の貿易交渉や、国際会議等におけるグローバルな議論に参画し、我が国の食
料の安定供給の確保はもとより、 との関係でも重要な世界の食糧問題の
解決に取り組んでいます。

新事業・食品産業
食品産業は、食品の加工・製造・流通を担い、消費者のニーズに応じて食品を
供給する役割を果たしています。また、食品産業は、国産農林水産物の主要な
需要先であり、多くの地域で農林水産業とともに地域経済を支える産業となっ
ています。時代の変化に対応し、消費者の豊かな食生活を支え、世界が持続可
能に発展していくため、農林水産省では食品産業の育成・振興、食品産業の

対応の促進、フードテックなど新事業創出の取組を行っています。

消費・安全
消費・安全局は、「食」の安全と安定供給を確保し、消費者が「食」に対する
信頼感を持てるような政策の企画・実行を担当しています。食品の安全性を向
上させるために、生産現場から食卓までのあらゆる場面で科学的な根拠に基づ
いた措置を講じています。また、家畜や農作物などの病気、害虫の発生やまん
延を防ぐとともに、農畜産物の輸出を拡大するため、諸外国との検疫協議を戦
略的に推進しています。さらに、消費者の視点に立った食品表示の適正化や、
食と農林漁業への理解を深める食育にも力を入れています。

生産振興（農産）
農産物の生産・販売を持続的に拡大し、農業者の所得向上を図るため、農産
物の生産振興施策を推進しています。具体的には、新品種・新技術の導入に
よる農産物の高品質化や安定供給を図るとともに、農家の経営を安定させる
対策を行っているほか、農業生産に必要不可欠な農業資材の良質かつ低廉な
供給などによる生産コストの低減を通じて、農業者の所得向上を図ることで、
我が国の食卓に欠かせない、米・麦（土地利用型作物）や、さとうきび・て
ん菜（甘味資源作物）、茶（地域特産作物）、そして野菜・果樹（園芸作
物）などの生産振興に取り組んでいます。また、有機農業を含む環境保全型
農業の推進や、農業生産工程管理（ ）の普及によって環境保全と消費者
の信頼を確保することにも力を入れています。

生産振興（畜産）
畜産物を安全かつ安定的に供給するとともに、畜産農家や関連事業者の経営安
定等を図るため、中長期的な展望に立って生産から流通・消費に至る一連の畜
産振興施策を推進しています。最近は和牛や乳製品の国内外からの高まる需要
に応えるため、牛肉や乳製品の国内生産量を増やし、畜産農家の所得向上につ
ながる取組を企画・立案するほか、畜産農家の労働環境の改善、環境対策等、
畜産業が将来に渡って持続的に発展し続けるよう取り組んでいます。飼料・家
畜・堆肥という地域資源の循環を実現する畜産業の振興のために、現場主義を
心がけ、毎日の業務に取り組んでいます。
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経営者育成
我が国の農業が今後持続的に発展していくよう、農業経営の改善と発展に向け
た各種施策を進めています。農地中間管理機構を活用し担い手への農地集積・
集約化を進めるとともに、意欲と能力のある担い手を対象とした融資、税制な
どの重点的な支援、新規就農対策などに取り組んでいます。また、天候などに
左右されやすい農業経営を安定化させるためのセーフティネットの確保、農協
の指導や監督も行っています。

農村振興
土地（農地）や水（農業用水）は、我が国の農業生産を支える重要なインフラ
です。農業の競争力を高め、農村地域を災害から守るため、それらの保全や管
理・整備を進めています。また、農山漁村には、美しい景観、伝統的な食、古
民家やジビエなど多くの資源が眠っています。これらの地域の宝を磨き上げ、
農山漁村の振興に繋げるための地域の特色ある取組も推進しています。こうし
た取組を通じて、美しく活力ある農山漁村を創りあげていきます。

技術開発
日本の農業を魅力ある成長産業とするカギは「スマート農業」にあります。
・ドローン等の先端技術を現場に実装することで、生産者の負担軽減と所得

向上を目指します。また、環境問題が深刻化している中で、 への対応も
重要です。食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで
実現していくために、 年に策定した「みどりの食料システム戦略」に基
づき、温室効果ガスの削減など環境負担軽減に取り組んでいきます。新たな技
術開発を進め、農林漁業者、企業、大学、他省庁と連携し、あらゆる可能性を
追求していきます。

林野庁
先人の努力により造成された日本の森林資源は、今まさに本格的な利用期を
迎えています。この豊富な森林資源を活用して森林・林業・木材産業による
「グリーン成長」を実現し、豊かな森林を次代に継承していくこと。それが、
林野庁の使命です。そのために、 （直交集成板）と呼ばれる新たな木質部
材の利用を広め、これまで木材利用の少なかった中高層建築物などの幅広い
分野で木材利用を促進すること。木質バイオマスのエネルギー利用や、改質
リグニンといった先端技術の開発・実用化などによってニーズを拡大するこ
と。そして、こうして拡大した需要に応えるため、高性能機械・ の導入に
よる林業の効率化や、木材加工・流通施設整備など低コストかつ安定的な木
材供給体制の実現に向けた施策を実行しています。

水産庁
我が国では近年、水産資源の減少や海洋環境の変化などにより漁獲量の減少
が続いている一方、水産物の優れた栄養特性に対する評価の高まりもあるこ
とから、水産物の需要は世界的に拡大しており、我が国の水産業は大きな成
長のチャンスを迎えています。こうした状況の中、水産庁では、水産資源の
適切な管理と水産業の成長産業化の両立を目指し、 年ぶりの漁業法改正を
はじめとした水産政策の改革を進めています。具体的には、科学的な根拠に
基づく資源管理体制を構築するとともに、スマート水産業の実現、マーケッ
トインの発想に基づく水産物の輸出促進や消費拡大、ウナギ等の人工種苗生
産技術に代表される新技術の開発・普及、漁港の防災・減災対策を推進する
ための各種施策の推進や二国間、多国間の国際交渉にリーダーシップをとっ
て対応しています。 5588
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企画調整室
農政局が所掌する各種政策に関する企画・総合調整、広報・報道活動、農畜産物等の災害対策のとりま

とめ、農畜産物・飲食料品等の物価対策、農政全般に関する情報発信・収集及び相談対応等の事務。

総務部
公文書管理、職員の人事・給与・福利厚生、一般会計・特別会計の経理、国有財産の管理等の事務。

統計部
農林水産行政に必要な農林水産業及び農林漁家に関する統計調査の実施やとりまとめ、その結果につい

ての報告書の作成の事務。

関東農政局は、農林水産省の地方行政組織（全国で７か所）の１組織として、茨
城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨、長野及び静岡の１都９県を管
轄し、地域の特性を活かしたきめの細かい農業行政を総合的に推進しています。

生産部
農畜産物の生産振興等に関する各種指導・助成、米の需給調整、主要食糧の売買・管理、地方競馬監督、

各種生産技術対策や環境保全型農業の推進等の事務。

経営・事業支援部
経営所得安定対策を初めとする農業経営の改善・安定、農林漁業の６次産業化や農商工連携の推進、食

品産業の育成・振興、農地政策の推進、新規就農の促進や女性の活動促進等の事務。

農村振興部
農業農村整備事業、農業水利の調整、多面的機能支払交付金、中山間直接支払交付金、農業振興地域制

度、農地転用許可、都市農村交流の推進、農山村地域の活性化、土地改良区の指導・監督、鳥獣被害対策
等の事務。

5599

消費・安全部
消費者行政、食品表示法に基づく食品表示の監視、食育の推進、米穀の流通監視、農薬・肥料・飼料等

の使用の適正化、牛トレーサビリティ等の事務。
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企画調整室
農政局が所掌する各種政策に関する企画・総合調整、広報・報道活動、農畜産物等の災害対策のとりま

とめ、農畜産物・飲食料品等の物価対策、農政全般に関する情報発信・収集及び相談対応等の事務。

総務部
公文書管理、職員の人事・給与・福利厚生、一般会計・特別会計の経理、国有財産の管理等の事務。

統計部
農林水産行政に必要な農林水産業及び農林漁家に関する統計調査の実施やとりまとめ、その結果につい

ての報告書の作成の事務。

関東農政局は、農林水産省の地方行政組織（全国で７か所）の１組織として、茨
城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨、長野及び静岡の１都９県を管
轄し、地域の特性を活かしたきめの細かい農業行政を総合的に推進しています。

生産部
農畜産物の生産振興等に関する各種指導・助成、米の需給調整、主要食糧の売買・管理、地方競馬監督、

各種生産技術対策や環境保全型農業の推進等の事務。

経営・事業支援部
経営所得安定対策を初めとする農業経営の改善・安定、農林漁業の６次産業化や農商工連携の推進、食

品産業の育成・振興、農地政策の推進、新規就農の促進や女性の活動促進等の事務。

農村振興部
農業農村整備事業、農業水利の調整、多面的機能支払交付金、中山間直接支払交付金、農業振興地域制

度、農地転用許可、都市農村交流の推進、農山村地域の活性化、土地改良区の指導・監督、鳥獣被害対策
等の事務。
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消費・安全部
消費者行政、食品表示法に基づく食品表示の監視、食育の推進、米穀の流通監視、農薬・肥料・飼料等

の使用の適正化、牛トレーサビリティ等の事務。

各都県拠点
「農林水産業・地域の活力創造プラン」や新たな「食料・農業・農村基本計画」に基づく農政

改革を着実に推進するため、農政についての説明や相談に対応する農政全般に関する総合窓口と
して、自治体等と協力して農政課題の解決に取り組むための事務。

管内国営事業（務）所
食料需給に対応できる供給力を確保するため、食料生産の中核を形成する優良農業地域を対象

に、受益者の申請に基づいて国営事業を実施。
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関東農政局栃木県拠点では、栃木県及び栃木県高等学校教育研究会農業部会等の御協力をいた
だき、栃木県内に所在する農林水産関係学校と連携した担い手育成対策の取組を推進しておりま
す。「百花繚乱」は、農業関係高校の魅力やＺ世代の強みを活かした多様な取り組みを詰め込ん
だ冊子です。 年の創刊から今年で６度目の発行となりました。過去の「百花繚乱」について
は、関東農政局栃木県拠点ホームページに掲載していますのでご案内します。

最後に

★関東農政局栃木県拠点ホームページ
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